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が
参
議
院
に
て
審
議
さ
れ
て
い

た
た
め
、
参
議
院
を
中
心
に
紹

介
議
員
を
依
頼
し
て
い
た
。

物
資
不
足
へ
の
対
応

が
急
務

笠
浩
史
議
員

　

笠
議
員
と
は
、
こ
の
間
の
医

療
物
資
不
足
に
関
し
、
協
会
の

会
員
調
査
結
果
を
用
い
て
懇

談
。
政
府
の
備
蓄
放
出
で
は
不

十
分
と
し
て
、
診
療
へ
の
影
響

は
も
ち
ろ
ん
、
６
月
ま
で
に
終

え
る
必
要
が
あ
る
学
校
健
診
に

も
支
障
が
あ
る
と
し
、
抜
本
的

対
応
を
求
め
た
。

　

笠
議
員
は
地
方
議
員
含
め
３

党
（
中
道
・
立
憲
・
公
明
）
で

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
政
府

に
補
正
予
算
の
編
成
を
求
め
要

請
を
行
っ
た
と
し
た
。
６
月
初

旬
に
は
編
成
さ
れ
る
想
定
と
し

　

い
ま
「
直
美
」

を
選
ぶ
医
師
が
増

加
し
て
い
る
。
直

美
は
初
期
研
修
後

に
直
接
美
容
医
療

へ
進
む
医
師
を
指

す
俗
称
で
、
あ
る

試
算
で
は
年
間
２
０
０
人
に
達

す
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
▼
な

ぜ
若
い
医
師
は
直
美
に
惹
き
つ

け
ら
れ
る
の
か
。
最
大
の
理
由

は
働
き
や
す
さ
に
あ
る
よ
う
に

思
う
。
高
収
入
が
約
束
さ
れ
、

夜
勤
が
な
く
、
労
働
時
間
の
調

整
も
利
き
や
す
い
。
さ
ら
に
患

者
の
満
足
度
が
分
か
り
や
す
い

点
も
魅
力
だ
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

の
華
や
か
な
仕
事
ぶ
り
が
若
手

医
師
の
憧
れ
を
後
押
し
し
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
▼
そ

れ
に
比
較
す
れ
ば
保
険
診
療
の

現
場
に
は
派
手
さ
は
な
い
。
し

か
し
実
直
に
患
者
と
向
き
合

い
、
診
断
や
治
療
方
針
に
頭
を

悩
ま
せ
る
時
間
に
は
、
医
師
と

し
て
の
確
か
な
や
り
が
い
が
あ

る
。
だ
が
現
実
は
や
り
が
い
だ

け
で
は
語
れ
な
い
。
時
間
の
制

約
や
給
与
面
で
美
容
医
療
に
劣

る
点
は
否
め
ず
、
昨
今
叫
ば
れ

て
い
る
働
き
方
改
革
も
医
療
の

現
場
で
は
形
骸
化
し
、
実
効
性

を
伴
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多

い
。
医
師
が
疲
弊
す
る
現
状
を

放
置
す
れ
ば
、
医
療
崩
壊
を
招

き
か
ね
な
い
。
医
療
の
根
幹
を

支
え
る
現
場
が
、
専
門
性
を
磨

き
な
が
ら
も
健
康
的
で
魅
力
的

な
働
き
方
を
実
現
で
き
る
環
境

へ
舵
を
切
れ
る
の
だ
ろ
う
か
▼

直
美
と
い
う
言
葉
を
眺
め
る

と
、
私
た
ち
は
医
療
の
持
続
可

能
性
に
つ
い
て
、
改
め
て
問
い

直
す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
若
い
医
師
が
ど

の
道
を
選
ぶ
の
か
と
い
う
問
題

の
背
後
に
、
医
療
全
体
の
構
造

的
な
課
題
が
潜
ん
で
い
る
よ
う

に
思
え
る
。

（
関
）

田中麻衣子
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Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の

追
加
負
担
撤
回
を

署
名
１
万
１４
筆
を
国
会
に
提
出

「
期
中
改
定
を
す
べ
き
」

上
野
厚
労
相
「
必
要
に
応
じ
て
」

小
池
晃
議
員
が
協
会
調
査
取
り
上
げ
国
会
質
問

一
部
保
険
外
療
養
、

解
釈
は
「
薬
剤
の
み
」
へ

条
文
修
正
は
な
さ
れ
ず

健
保
法
等
改
定
案
が
成
立

　

一
部
保
険
外
療
養
の
創
設
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

健
康
保
険
法
等
改
定
案
が
５
月
２９
日
、
参
院
本
会

議
で
賛
成
多
数
で
可
決
、成
立
し
た
。２６
日
の
委
員

会
質
疑
で
一
部
保
険
外
療
養
は
「
診
察
や
処
置
な

ど
薬
剤
以
外
の
療
養
」
が
含
ま
れ
る
と
の
規
定
ぶ

り
が
示
さ
れ
問
わ
れ
た
が
、
間
保
険
局
長
は
そ
の

立
法
目
的
・
立
法
事
実
を
一
時
説
明
不
能
と
な
っ

た
。
翌
々
日
の
２８
日
に
法
解
釈
が「
薬
剤
の
み
を

対
象
と
し
た
も
の
」
と
局
長
答
弁
で
修
正
が
図
ら

れ
、
条
文
修
正
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

5・21国会行動

　

医
療
用
手
袋
（
グ
ロ
ー
ブ
）

の
供
給
状
況
等
に
関
す
る
協
会

調
査
に
つ
い
て
、
小
池
晃
議
員

（
参
・
共
産
）
が
６
月
１
日
の

参
議
院
決
算
委
員
会
で
詳
し
く

取
り
上
げ
、
医
療
機
関
に
対
す

る
財
政
支
援
の
必
要
性
を
訴
え

た
。

　

小
池
議
員
は
医
療
物
資
の
供

給
不
安
と
価
格
高
騰
を
明
ら
か

に
し
た
協
会
調
査
を
紹
介
し
た

上
で
、
医
療
用
手
袋
の
放
出
だ

け
で
な
く
、「
財
政
的
支
援
が

必
要
」
と
言
及
。
今
次
診
療
報

酬
の
改
定
率
に
は
今
の
中
東
情

勢
が
反
映
さ
れ
て
お
ら
ず
、
２

０
２
７
年
度
で
の
加
減
算
で
は

「
対
応
が
一
年
後
に
な
る
」
と

指
摘
。「
期
中
改
定
を
す
べ
き
」

と
迫
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
上
野
厚
労
相

は
、「
今
後
の
経
済
物
価
動
向

が
大
き
く
変
動
し
医
療
機
関
等

の
経
営
状
況
に
支
障
が
生
じ
た

場
合
に
は
、
２７
年
度
予
算
編
成

で
加
減
算
を
含
む
必
要
な
調
整

を
行
う
」、「
足
元
の
経
営
状
況

に
つ
い
て
調
査
を
す
る
」
と
答

弁
。
ま
ず
は
２６
年
度
の
補
正
予

算
と
診
療
報
酬
を
現
場
に
届

け
、
そ
の
上
で
「
必
要
に
応
じ

て
対
応
し
て
い
く
」
と
し
た
。

小
池
議
員
は
医
療
機
関
等
が
支

援
さ
れ
る
仕
組
み
を
「
本
気
で

考
え
る
べ
き
」
と
迫
っ
た
が
、

上
野
厚
労
相
は
同
じ
趣
旨
の
答

弁
を
繰
り
返
す
に
と
ど
ま
っ

た
。

　

委
員
会
で
は
同
日
、
釜
萢
敏

委
員
（
自
民
・
日
医
連
組
織
内

候
補
）
か
ら
も
医
院
経
営
の
逼

迫
に
つ
い
て
言
及
が
あ
っ
た
。

つ
つ
も
、「
物
資
不
足
は
速
攻
で

対
応
す
べ
き
」
と
現
場
の
混
乱

に
理
解
を
示
し
た
。
ま
た
、
笠
議

員
は「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
追
加

負
担
反
対
」
署
名
の
紹
介
議
員

を
快
諾
。
３
月
か
ら
５
月
ま
で

に
集
約
し
た
署
名
を
手
交
し

た
。

　

金
村
議
員
秘
書
・
上
垣
氏
と

の
懇
談
で
は
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

の
追
加
負
担
の
中
止
を
要
請
。

現
役
世
代
に
お
け
る
社
会
保
険

料
の
負
担
軽
減
を
謳
う
が
、
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
で
治
療
さ
れ
る
ア

レ
ル
ギ
ー
系
疾
患
や
婦
人
科
系

疾
患
等
は
現
役
世
代
に
多
く
見

ら
れ
、
実
質
的
に
は
負
担
増
だ

と
訴
え
た
。

条
文
の
〝
そ
の
他
療
養
〟
の
対

象
と
な
る
こ
と
―
つ
ま
り
、
診

察
や
処
置
な
ど
も
大
臣
裁
量
で

保
険
外
し
が
で
き
る
、
と
い
う

間
保
険
局
長
の
答
弁
を
引
き
出

し
た
。
次
い
で
小
西
議
員
は
立

法
事
実
・
立
法
目
的
を
再
三
質

し
た
が
、
間
保
険
局
長
は
説
明

で
き
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
小
西
議
員
は

「
条
文
の
体
を
な
し
て
い
な

い
」、「
１６
年
間
国
会
議
員
を
や

っ
て
き
て
初
め
て
の
こ
と
」、

「
国
民
に
と
っ
て
驚
天
動
地
の

　

５
月
２６
日
の
参
院
厚
労
委
員

会
で
小
西
洋
之
議
員
（
立
憲
）

は
一
部
保
険
外
療
養
の
条
文
に

つ
い
て
、
①
薬
剤
に
限
定
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
、
②
「
療
養
の

給
付
」
が
対
象
と
す
る
範
囲
は

内
容
」
と
批
判
。
条
文
の
解
釈

変
更
を
提
案
し
た
。

　

そ
の
２
日
後
の
２８
日
の
参
院

厚
労
委
員
会
に
て
、
間
保
険
局

長
は
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
経
緯

や
立
法
目
的
・
立
法
事
実
な
ど

を
踏
ま
え
て
「
規
定
の
趣
旨
は

薬
剤
の
み
を
対
象
と
し
た
も
の

と
解
釈
し
て
い
る
」
と
改
め
た
。

こ
の
問
題
性
に
つ
い
て
、
当
協

会
は
５
月
１９
日
の
政
策
部
長
談

話
等
で
先
駆
け
て
指
摘
を
し
て

い
た
。
談
話
で
求
め
て
い
た
、

条
文
修
正
は
な
さ
れ
な
か
っ

た
。健
保
法
等
改
定
案
は
同
日
、

同
委
員
会
で
与
野
党
の
賛
成
多

数
で
可
決
。
立
憲
、
公
明
、
共

産
、
れ
い
わ
は
反
対
し
た
。

　

参
院
本
会
議
は
翌
２９
日
に
行

わ
れ
、
与
野
党
の
賛
成
多
数
で

可
決
、
成
立
。
自
民
、
維
新
、
国

民
、参
政
は
賛
成
。
立
憲
、公
明
、

共
産
、
れ
い
わ
は
反
対
し
た
。

　

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
新
た
な
患

者
負
担
は
来
年
３
月
か
ら
開
始

さ
れ
る
見
通
し
。
具
体
的
内
容

は
今
後
有
識
者
が
検
討
す
る
。

改
定
法
は
こ
の
他
に
▽
分
娩
の

一
律
的
保
険
給
付
、
▽
後
期
高

齢
者
医
療
の
窓
口
負
担
・
保
険

料
へ
の
金
融
所
得
の
反
映
―
な

ど
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

笠議員

6月1日より診療報酬改定6月1日より診療報酬改定
医科・歯科

新点数の動画配信中

医
科
・
第
二
次

新
点
数
研
究
会

歯
科
・
新
点
数

解
説

　

５
月
２１
日
、
協
会
は
国
会
行

動
を
実
施
。
二
村
副
理
事
長
、

藤
田
・
宮
澤
・
小
柳
各
理
事
が

参
加
し
、
笠
浩
史
議
員
（
衆
・

中
道
）・
金
村
龍
那
議
員
（
衆
・

維
新
）
秘
書
と
懇
談
し
た
。

　

主
な
要
請
項
目
は
以
下
の
通

り
。
▽
診
療
所
の
経
営
状
況
の

改
善
、
▽
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
」

へ
の
患
者
負
担
の
追
加
（
薬
価

の
２５
％
）
中
止
、
▽
原
油
の
価

格
高
騰
に
伴
う
医
療
用
資
材
の

不
足
・
価
格
高
騰
対
策
―
の
３

項
目
。

　

ま
た
、「
ス
ト
ッ
プ
！
患
者

負
担
増
請
願
署
名
」
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
の
追
加
負
担
反
対
）
の

紹
介
議
員
を
受
諾
し
た
笠
議

員
・
牧
山
弘
恵
議
員
（
参
・
立

憲
）
・
福
島
瑞
穂
議
員
（
参
・

社
民
）
に
は
、
３
月
よ
り
取
組

ん
で
き
た
合
計
１
万
１４
筆
（
５

月
２０
日
集
約
時
点
）
の
署
名
提

出
を
行
っ
た
。
全
国
で
は
２７
万

６
７
２
筆
を
集
約
し
た
。
行
動

時
に
は
、
健
康
保
険
法
改
定
案

医科・第二次新点数研究会
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２
０
２
６
年
度
の
診
療
報

酬
改
定
で
は
、
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
の
改
編
や
医
療
Ｄ

Ｘ
推
進
体
制
整
備
加
算
の
廃

止
、
さ
ら
に
は
電
子
的
診
療

情
報
連
携
体
制
整
備
加
算
や

物
価
対
応
料
の
新
設
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
変
更
が
行
わ

れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
協
会

に
は
６
月
の
施
行
前
後
の
問

合
せ
が
急
増
し
て
お
り
、
電

話
が
つ
な
が
り
に
く
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。
こ
う
し
た

中
、
協
会
で
は
会
員
へ
の
迅

速
か
つ
正
確
な
情
報
提
供
を

期
し
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を

通
じ
た
発
信
を
一
段
と
強
化

し
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
か
ら
随
時
発

出
さ
れ
る
告
示
や
通
知
、
と

り
わ
け
現
場
の
疑
問
に
答
え

る
「
疑
義
解
釈
」
は
、
医
療

機
関
に
と
っ
て
極
め
て
重
要

な
情
報
だ
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
は
断
続
的
に
公
表
さ
れ
る

た
め
、
全
体
像
の
把
握
に
は

多
大
な
労
力
を
要
す
る
。

　

そ
こ
で
協
会
で
は
、
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〝
い
い
医
療

ド
ッ
ト
コ
ム
〟
に
設
置
し
た

「
よ
く
あ
る
質
問
」
検
索
機

能
を
活
用
し
、
疑
義
解
釈
に

つ
い
て
も
キ
ー
ワ
ー
ド
や
複

数
単
語
に
よ
る
絞
り
込
み
検

索
を
可
能
と
し
た
。
多
忙
な

診
療
の
合
間
に
、
ぜ
ひ
有
効

活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
恒
例
の
新
点
数
研
究

会
に
つ
い
て
も
、
医
科
の
第

一
次
研
究
会
で
は
定
員
を
上

回
る
申
込
み
を
い
た
だ
い

た
。
こ
れ
に
応
え
、
特
に
ニ

ー
ズ
の
多
い
外
来
点
数
に
つ

い
て
は
翌
日
に
オ
ン
デ
マ
ン

ド
配
信
を
開
始
。
入
院
点
数

に
つ
い
て
も
１
週
間
以
内
に

閲
覧
可
能
と
す
る
な
ど
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
敷
い
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
最
新
情
報
は
、
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
の
ス
ラ
イ
ド
バ
ナ

ー
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る

「
２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬

改
定
特
集
ペ
ー
ジ
」
に
て
集

約
し
て
お
り
、
会
員
の
利
便

性
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

会
員
向
け
に
は
、
診
療
報

酬
の
み
な
ら
ず
補
助
金
の
申

請
方
法
な
ど
、
経
営
に
資
す

る
情
報
も
旺
盛
に
発
信
し
て

い
る
。
ト
ッ
プ
の
〝
新
着
情

報
〟
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。

　

一
方
、
保
険
制
度
を
支
え

る
開
業
医
の
役
割
と
当
協
会

の
理
念
を
広
く
浸
透
さ
せ
る

べ
く
、
対
外
的
な
広
報
活
動

も
重
視
し
て
い
る
。
〝
い
い

医
療
ド
ッ
ト
コ
ム
〟
で
は
、

一
般
市
民
向
け
に
患
者
負
担

増
が
懸
念
さ
れ
る
〝
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
〟
の
問
題
に
つ
い
て

解
説
記
事
を
公
開
。
弁
護
士

等
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
紹
介

も
あ
り
、
ア
ク
セ
ス
数
は
従

来
の
月
間
７
～
８
万
件
規
模

か
ら
、
現
在
は
毎
月
１０
万
件

を
超
え
る
異
例
の
反
響
を
呼

ん
で
い
る
。

　

今
後
も
協
会
は
、
開
業
保

険
医
の
切
実
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
つ
つ
、
国
民
の
理
解
を
深

め
る
情
報
発
信
に
努
め
て
い

く
。
日
々
の
診
療
活
動
お
よ

び
医
業
経
営
の
羅
針
盤
と
し

て
、
引
き
続
き
当
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
活
用
い
た
だ
き

た
い
。

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
役
割

会
員
支
援
と
国
民
理
解
の

醸
成
を
実
現
す
る

物
価
動
向
「
上
回
る
」
べ
き

高
齢
者
の
窓
口
負
担
、
自
維
で
今
後
協
議
か

自
民
党
内
か
ら

社
会
保
障
関
係
費
の
伸
び

　

学
術
部
は
３
月
２３
日
、
横
浜

市
立
大
学
附
属
病
院

次
世
代

臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｙ-

Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｔ
）
の
田た

の

し

ま

野
島
玲れ

お大
准
教

授
を
講
師
に
迎
え
、
「
診
療
と

臨
床
研
究
―
安
全
に
行
う
た
め

に
―
」
と
題
し
た
倫
理
講
習
会

を
協
会
会
議
室
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

　

経
済
財
政
諮
問
会
議
が
夏
に

ま
と
め
る
「
骨
太
の
方
針
２
０

２
６
」
に
向
け
、
自
民
党
内
や

維
新
で
議
論
が
進
ん
で
い
る
。

　

自
民
党
の
社
会
保
障
制
度
調

査
会
は
６
月
２
日
に
役
員
会
を

開
き
、
骨
太
２
０
２
６
へ
の
提

言
を
と
り
ま
と
め
た
。
２７
年
度

以
降
の
社
会
保
障
関
係
の
伸
び

に
つ
い
て
は
、
技
術
革
新
に
伴

う
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
を
踏
ま

え
、高
齢
化
の
伸
び
と
は
別
に
、

足
元
の
経
済
・
物
価
動
向
に
対

応
し
た
増
加
分
を
加
え
た
水
準

を
「
上
回
る
」
も
の
に
す
べ
き

と
主
張
。
中
東
情
勢
の
緊
迫
化

に
対
し
て
は
、
急
激
な
物
価
上

昇
へ
の
対
応
の
ほ
か
、
医
療
物

資
等
の
備
蓄
・
製
造
体
制
の
強

化
等
を
提
案
し
た
。

　

同
じ
く
自
民
党
の
「
国
民
皆

保
険
を
守
る
国
会
議
員
連
盟
」

は
５
月
２６
日
に
骨
太
２
０
２
６

と
２７
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に

向
け
た
要
望
書
を
ま
と
め
た
。

現
役
世
代
の
負
担
軽
減
へ
、
後

期
高
齢
者
の
現
役
並
み
所
得
者

の
給
付
費
に
５０
％
の
公
費
負
担

を
求
め
た
。
高
齢
者
の
自
己
負

担
や
年
齢
区
分
の
見
直
し
も
盛

り
込
ん
だ
。

　

維
新
の
会
の
社
会
保
障
調
査

会
は
５
月
２１
日
、
医
療
費
の
伸

び
を
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
の
範

囲
内
に
抑
え
る
「
医
療
版
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
に
つ
い
て

有
識
者
に
聞
き
取
り
を
実
施
。

こ
れ
を
参
考
に
、
自
民
と
の
社

会
保
障
制
度
改
革
の
協
議
に
当

た
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
翌
２２
日
の
経

済
財
政
諮
問
会
議
で
高
市
首
相

は
「
社
会
保
障
負
担
率
の
目
標
」

を
検
討
す
る
よ
う
、
関
係
閣
僚

に
指
示
。
詳
細
な
定
義
は
な
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
「
医
療
版
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
よ
り
収

入
や
手
取
り
を
意
識
し
た
概
念

と
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
他
、
▽

医
療
費
の
窓
口
負
担
、
▽
高
齢

者
の
定
義
―
を
含
む
給
付
と
負

担
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
２６
年

度
中
の
具
体
化
と
工
程
の
明
確

化
を
関
係
閣
僚
に
指
示
し
た
。

　

自
民
と
維
新
は
近
く
、
社
会

保
障
の
協
議
を
再
開
さ
せ
、
▽

医
療
費
の
窓
口
負
担
、
▽
高
齢

者
の
定
義
―
な
ど
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

懸
念
は
受
診
控
え

　

こ
う
し
た
中
、
奈
良
県
医
師

会
は
５
月
２１
日
の
会
見
で
、
高

を
訴
え
た
。
効
率
化
や
負
担
増

に
伴
う
医
療
現
場
の
懸
念
は

「
受
診
控
え
」
で
あ
り
、
受
診

遅
れ
は
重
症
化
等
に
つ
な
が

り
、
「
結
果
と
し
て
患
者
の
苦

痛
も
社
会
全
体
の
医
療
費
も
増

え
る
」
と
説
明
。
地
域
医
療
は

「
ぎ
り
ぎ
り
持
ち
こ
た
え
て
い

る
状
態
」
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
医
療
費
抑
制
政
策
を
改
善
す

る
必
要
性
を
強
調
し
た
。

で
開
催
。
３８
名
が
参
加
し
た
。

氏
は
医
療
現
場
で
混
同
さ
れ
や

す
い
「
日
常
診
療
」
と
「
臨
床

試
験
」
の
違
い
を
明
快
に
示
し
、

最
新
の
法
改
正
や
指
針
の
動
向

を
踏
ま
え
た
、
安
全
な
研
究
実

施
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
詳
説

し
た
。

　

氏
は
冒
頭
、
日
常
診
療
と
臨

床
試
験
の
違
い
を
解
説
。
日
常

診
療
は
「
個
々
の
患
者
へ
の
最

善
の
医
療
提
供
」
を
目
的
と
す

る
の
に
対
し
、
臨
床
試
験
は
「
科

学
的
な
仮
説
の
検
証
」
を
目
的

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
と

も
同
じ
医
療
機
関
で
同
じ
医
療

者
が
行
う
こ
と
が
あ
る
が
根
本

的
に
異
な
る
も
の
だ
と
強
調
し

た
。
そ
の
上
で
〝
臨
床
試
験
〟

は
効
果
や
副
作
用
が
未
知
で
あ

る
以
上
参
加
者
に
一
定
の
リ
ス

ク
を
負
わ
せ
る
こ
と
か
ら
、
厳

格
な
倫
理
的
配
慮
と
ル
ー
ル
遵

守
が
不
可
欠
だ
と
し
た
。

　

続
け
て
、
臨
床
研
究
の
ル
ー

ル
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
現
在

の
法
的
枠
組
み
を
解
説
。
医
薬

品
の
製
造
販
売
に
必
要
な
治
験

に
は
「
薬
機
法
」
、
適
応
外
薬
・

未
承
認
薬
の
使
用
や
資
金
提
供

を
受
け
る
研
究
に
は
「
臨
床
研

究
法
」、
法
の
適
用
に
な
ら
な

い
臨
床
研
究
や
観
察
研
究
な
ど

に
は
「
人
を
対
象
と
す
る
生
命

科
学
・
医
学
系
研
究
に
関
す
る

倫
理
指
針
」
な
ど
複
数
の
法
令

が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

齢
者
医
療
の
負
担
増
を
求
め
る

主
張
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
を

念
頭
に
「
医
療
は
コ
ス
ト
で
は

な
く
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
だ
」
と

反
論
。
医
療
機
関
の
存
続
支
援

や
人
材
確
保
政
策
の
強
化
な
ど

ケ
ー
ス
が
広
が
る
と
し
た
。

　

今
年
７
月
適
用
の
指
針
改
訂

で
は
、
一
般
参
加
を
進
め
る
世

界
的
な
流
れ
に
対
応
し
、
基
本

方
針
に
「
患
者
・
市
民
の
視
点

の
尊
重
」
が
盛
り
込
ま
れ
る
予

定
だ
と
し
た
。
そ
の
内
容
は
同

意
取
得
手
続
き
の
簡
素
化
と
も

と
れ
る
。

　

な
お
、
昨
年
の
臨
床
研
究
法

改
定
で
は
、
医
薬
品
等
の
適
応

外
使
用
の
研
究
で
も
既
承
認
の

用
法
等
と
リ
ス
ク
が
同
程
度
の

も
の
に
つ
い
て
は
、「
特
定
臨

床
研
究
と
し
な
い
」
と
の
緩
和

が
行
わ
れ
た
こ
と
も
付
言
し
た
。

　

氏
は
最
後
に
、
臨
床
研
究
の

ル
ー
ル
は
年
々
変
化
し
て
お

り
、
医
師
個
人
で
の
対
応
に
は

限
界
が
あ
る
こ
と
、
計
画
策
定

か
ら
統
計
解
析
、
論
文
発
表
ま

で
を
ト
ー
タ
ル
で
サ
ポ
ー
ト
す

る
Ｙ-

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
の
よ
う
な
研

究
支
援
組
織
を
積
極
的
に
活
用

し
、
質
の
高
い
研
究
を
目
指
し

て
ほ
し
い
と
締
め
く
く
っ
た
。

「
侵
襲
」と「
介
入
」の

有
無
は
計
画
に
影
響

　

さ
ら
に
氏
は
前
述
の
倫
理
指

針
に
基
づ
い
て
研
究
計
画
を
立

て
る
際
、
多
く
の
医
師
が
迷
う

「
侵
襲
」や「
介
入
」の〝
有
無
〟に

つ
い
て
の
考
え
方
を
詳
説
し
た
。

　

「
侵
襲
」
と
は
穿
刺
、
切
開
、

薬
物
投
与
な
ど
、
対
象
者
に
傷

害
や
負
担
を
与
え
る
行
為
を
指

す
一
方
、
単
純
Ｘ
線
検
査
や
造

影
剤
な
し
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
診
療
目

的
の
採
血
の
増
量
な
ど
は
〝
軽

微
な
侵
襲
〟
に
分
類
さ
れ
る
と

し
た
。
指
針
上
は
、
こ
れ
ら
の

違
い
で
患
者
の
同
意
取
得
の
厳

密
さ
な
ど
、
研
究
で
行
う
対
応

が
変
わ
る
。

　

「
介
入
」
に
つ
い
て
は
、
〝
研

究
目
的
に
よ
り
投
薬
や
検
査
な

ど
の
行
為
を
制
御
す
る
こ
と
〟

と
説
明
。
日
常
診
療
で
行
う
行

為
で
あ
っ
て
も
、
研
究
の
た
め

に
薬
剤
の
割
り
付
け
や
選
択
肢

の
制
限
を
行
え
ば
「
介
入
」
に

当
た
る
と
し
た
。
介
入
も
同
様

に
、
そ
の
有
無
に
よ
り
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
へ
の
登
録
や
同
意
取
得

な
ど
、
指
針
に
よ
り
求
め
ら
れ

る
対
応
が
変
わ
る
。

　

こ
の
介
入
を
行
う
研
究
が

〝
臨
床
試
験
〟
で
あ
り
、
観
察

研
究
（
介
入
の
な
い
日
常
診
療

の
デ
ー
タ
分
析
な
ど
）
と
合
わ

せ
て
「
臨
床
研
究
」
と
呼
ぶ
こ

と
を
図
示
し
た
。

　

ま
た
〝
観
察
研
究
〟
に
つ
い

て
、
巷
の
「
介
入
研
究
の
方
が

エ
ビ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル
が
高
い
」

と
い
う
言
説
は
必
ず
し
も
当
て

は
ま
ら
ず
、
研
究
の
目
的
に
よ

っ
て
使
い
分
け
る
こ
と
が
適
切

で
あ
る
と
し
た
。

　

臨
床
研
究
を
実
施
す
る
際
、

特
に
心
に
留
め
て
ほ
し
い
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、
▽
研
究
計
画
書

の
遵
守
と
変
更
手
続
き
の
厳
格

な
対
応
、
▽
研
究
開
始
時
は
倫

理
委
員
会
の
承
認
と
機
関
の
長

の
許
可
を
と
も
に
取
得
、
▽
原

則
文
書
で
患
者
の
同
意
を
取
得

し
原
本
は
適
切
に
保
管
、
▽
患

者
へ
の
説
明
は
研
究
責
任
者
ま

た
は
分
担
者
が
実
施
―
等
を
強

調
し
た
。

同
意
取
得
の
簡
素
化
で

医
学
研
究
推
進
を
狙
う

　

ま
た
現
在
、
個
人
情
報
保
護

法
の
改
定
案
に
よ
り
、
一
般
の

病
院
等
も
「
学
術
研
究
機
関
等
」

に
含
ま
れ
る
こ
と
が
明
示
さ

れ
、
学
術
目
的
の
研
究
で
あ
れ

ば
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
お

い
て
本
人
同
意
が
不
要
と
な
る

リ
ス
ク
伴
う
「
研
究
」

リ
ス
ク
伴
う
「
研
究
」

倫
理
的
配
慮
と
ル
ー
ル
遵
守
を

倫
理
的
配
慮
と
ル
ー
ル
遵
守
を

倫
理
講
習
会講師の田野島氏

平和問題講演会平和問題講演会

高まる排外主義と高まる排外主義と
戦争の兆しに警鐘戦争の兆しに警鐘

　核戦争防止神奈川県医師の会（反核医師の会）と

協会は4月11日、協会会議室にて平和問題講演会を

共催。映画「医の倫理と戦争」の上映を行うととも

に、「国際化する医療現場から見えてくる排外主義

と戦争の兆し」をテーマに港町診療所所長の沢田貴

志氏が講演し、60名が参加した。個人で参加した高

校生もおり、一般市民からの関心も高かった。 

　映画では、731部隊の経緯を追うほか、外国人医

療、精神科医療等をテーマに医療者へのインタビ

ューが進行。人の命を奪う戦争は、人の命を救う

医療とは相容れないこと、国家が命や人権を踏み

にじる動きを見せた時には、医療者が『医の倫理』

をもって「NO」を発信すべき―とのメッセージが口々に語られた。

　後半は、映画にも出演した沢田氏が講演。「総医療費に占める外国人

の割合は1.39％に過ぎない」とし、SNSを中心に広まっている「外国人が

医療財政を圧迫している」という言説を「明らかなデマ」と喝破。構造

的背景とデータをもとに反証し、高まる排外主義と戦争との関係性に

警鐘を鳴らした。 講演会の様子は翌12日の神奈川新聞で報道された。

　なお、同日開かれた反核医師の会・総会には代表世話人含む3名が

参加。すべての議題が

異議なく承認された。 

講師の沢田氏

H
ホームページ

Pにて配信中
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　厚労省は5月29日、事務連絡「令和8年度診療報酬改定関連通知及び官報掲載事項の一部訂正について」を発出（詳細は下記QRコードを参照）。「通院・在

宅精神療法」の注13 の施設基準が、下記のように追加・変更された（オ、カが追加）。

　これにより、「児童思春期精神科専門管理加算」または「児童思春期支援指導加算」を届け出ている医療機関は、注13に該当することになる。注13に該当
し届出を行った医療機関は、6月1日以降、「通院・在宅精神療法」の精神保健指定医以外による場合の点数を、“4割減算せず”に算定できる。

　また施設基準と併せて、届出様式も変更される。これから新たに届け出る場合は、新様式をご使用いただきたい。届出の宛先は、関東信越厚生局神奈川事

務所。なお協会は4月30日通院精神療法の4割減は精神科診療所を閉院に追い込むとし、施設基準等の改善を求め厚労省要請を行っていた。

通院・在宅精神療法の施設基準が緩和
児童思春期関連の加算の届出で、注13に該当

診療報酬

2020

改定
診療報酬

2020

改定
20262026

医  科医  科
疑 義 解 釈 （ そ の 6 、 7 ）

診療報酬

2020

改定
診療報酬

2020

改定
20262026

【電子的診療情報連携体制整備加算】（その6）
質問 回答

1

施設基準において「厚生労働省

が認証する電子カルテ製品であ

ること」とあるが、どのような

製品が当該要件を満たすか。

現在、厚生労働省において、同省が公表している標

準仕様に準拠している電子カルテ製品の認証制度を

検討中。厚生労働省医政局における議論がとりまと

まり次第、追ってお示しする予定。

3

施設基準において「当該ネットワークの運営主

体が連携している医療機関名及び登録患者数を

ウェブサイトで公表していること」とあるが、

① ウェブサイトの更新頻度の目安はあるか。

②  様式1の6において、当該ネットワークの登

録患者数及び年間新規登録患者数について、

いつ時点の数値を記載するのか。

①  少なくとも年に1回以上更新するこ

ととし、1年以上更新されていない

場合には速やかな更新を行うこと。

②  登録患者数及び年間新規登録患者

数はウェブサイトに公表されてい

る数値を記載することとし、届出の

1年以内での数値を記載すること。

4

施設基準において「電子処方箋を発行する

体制又は調剤情報を電子処方箋管理サービ

スに登録する体制を有していること」とさ

れているが、電子処方箋の機能が拡張され

た場合についてどのように考えればよいか。

現時点では、令和5年1月26日から稼働し

た基本機能（電子処方箋の発行・応需（処

方・調剤情報の登録を含む）、処方・調剤

情報の閲覧、重複投与・併用禁忌のチェ

ック）に対応した電子処方箋を発行でき

る体制を有していればよい。

2

施設基準において「地域の複数の医療機関間で検査結果や画像情報等を

含む診療情報を共有又は閲覧できるネットワークであって、以下の（イ）

から（ハ）の全てを満たすものを活用する体制を有していること」とあ

るが、「診療情報を共有又は閲覧できる」とは、当該保険医療機関が患者

の情報を他の保険医療機関に共有する場合又は他の保険医療機関の患者

の情報を閲覧する場合のいずれの場合も該当するという理解でよいか。

そのとおり。

【在宅時医学総合管理料・施設入居時等医学総合管理料】（その6）
質問 回答

15

「特掲診療料の施設基準等及びその届

出に関する手続きの取扱いについて」

の第4の表1において、令和8年度診療

報酬改定後の施設基準の変更に伴っ

て、在宅時医学総合管理料の注16（施

設入居時等医学総合管理料の注5の規

定により準用する場合を含む）に規定

する場合（即ち、「厚生労働大臣の定め

る基準」に該当しない場合）のみ届け

出ることとされたが、その他の医療機

関は改定後の施設基準に該当すること

を届け出る必要はないのか。

施設基準を改めて届け出る必要はないこととさ

れたが、当該通知の別添1の第15の5の（3）に

定められたとおり、令和8年8月には、在宅時医

学総合管理料及び施設入居時等医学総合管理料

を届け出る全ての医療機関が、注16の「厚生労

働大臣が定める基準」に該当することを確認し、

別添2の様式19により、地方厚生（支）局長に

報告する必要がある。

なお、注16の「厚生労働大臣が定める基準」に

該当しない場合には、令和8年6月から減算が適

用されることから、基準への該当性については

早期に確認する必要があることに留意すること。

【通院・在宅精神療法】（その6）
質問 回答

19

「特掲診療料の

施設基準等及び

その届出に関す

る手続きの取扱

いについて」の

第 47 の 7 の 6 の

（2）に規定され

ている「精神科

医療に関する行

政機関の業務」

とは、例示され

ている業務の他

に具体的に何を

指すのか。

精神保健医療に関する専門性に基づき、国又は地方公共団体から特に

雇用、委託（再委託を含む）又は委嘱されて実施する業務であって、

勤務する医療機関において一般の診療の一環として行われる業務以外

のものをいう。

具体的には、精神障害者保健福祉手帳判定委員会の構成員、障害年金

の審査を行う障害認定医（精神領域の担当に限る）、地方公共団体が

行う講座等における精神保健医療に係る講演、地方公共団体から委嘱

された精神科アウトリーチ業務、地方公共団体の教育委員会から嘱託

され精神疾患に関して学校等に出向いて行う業務が挙げられる。

なお、勤務する医療機関において一般診療の一環として行う業務（例：

主治医意見書の記入、公的機関に提出する診断書の記載、救急輪番）や、

精神保健医療の専門性に基づかない業務（例：内科等の学校医、乳幼

児検診・学校検診、介護認定審査会の委員）は、地方公共団体から依

頼されたものであっても含まないことに留意すること。

　厚労省は5月22日、5月29日に疑義解釈資料（その6、7）

を発出した。外来における主なものを、以下に掲載する（当

会で一部編集）。全文は、当会または厚労省のホームページ、

右記QRコードからご確認いただきたい。

＜通院・在宅精神療法の注13に関する施設基準＞

以下のいずれかを満たすこと

（1） 以下のいずれかを満たす保険医療機関において実施されていること

ア～エ（略）

オ 障害者施設等入院基本料を届け出ている病院

カ  通院・在宅精神療法の児童思春期精神科専門管理加算又は児童思春期支援指導加算を

届け出ている保険医療機関（20歳未満の者又は20歳未満から継続して診療を行ってい

る者に算定する場合に限る。）

※当会注釈：「医療機関単位」で注13に該当するため、医師による差（4割減かどうか）は生じません。

【5月29日一部訂正の事務連絡】

・施設基準の追加・変更：74枚目

・（新）届出様式：89枚目　※様式44の5の5

【関東信越厚生局（神奈川事務所）】

・「別添2」、「様式44の5の5」を届け出ます。

※ 6月9日現在、新様式への更新なし。未更新の場合、

右上のQRコードから様式44の5の5を印刷し、「別

添2」と併せて提出してください。

【在宅医療充実体制加算】（その7）
質問 回答

21

在宅医療充実体制加算の施設基準における「訪問

診療を担当する時間について常勤換算した医師数1

人当たりの、当該保険医療機関において訪問診療

を実施する患者の実人数」の要件について、算出

の対象とする期間はどのように考えればよいか。

届出前1か月とする。なお、届出の

3か月前から前月までの直近3か月

において、月ごとに算出した値の

平均値を用いても良い。

【在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料】（その7）
質問 回答

22

在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の留意事項通知（6）

及び「特掲診療料の施設基準等及びその届出に関する

手続きの取扱いについて」（令和8年3月5日保医発 0305 

第8号）別添1の第16の7の1（2） （編注：点数表改定の

ポイントp.190の3.留意事項の（6）及びp.191の4.在宅

持続陽圧呼吸療法充実管理体制加算の施設基準の【通

知】（2）の条文を参照）において、CPAP療法の1月あ

たりの1日（平均）使用時間の要件が定められているが、

①  計算の対象とする期間は、通院時にモニタリングし

ている直近30日と歴月のどちらを用いれば良いのか。

②  CPAP療法の指導管理を行う入院中の患者以外の患

者の延べ管理月数に、遠隔モニタリングのみを行い

当該指導管理料を算定していない月や、装用時間の

規定により当該指導管理料を算定できなかった月は

含まれるのか。

①  歴月又は通院時に当該医療

機関において通常確認して

いる直近 30日間のいずれを

用いても良い。ただし、医

療機関全体で同じ期間によ

り計算するものとし、患者

ごとに異なる期間を用いる

ことがないようにすること。

②  在宅持続陽圧呼吸療法指導

管理を行い在宅持続陽圧呼

吸療法指導管理料を算定し

た月及び遠隔モニタリング

を行い後日の受診時に遠隔

モニタリング加算を算定し

た月が含まれ、いずれも行

わなかった月は含まれない。

【予約に基づく診察の患者都合によるキャンセル料】
質問 回答

1

療養の給付と直接関係ないサービスとして「予約に基づく診察の患者都合

によるキャンセル料」が追加されたが、これは選定療養における「予約に

基づく診察」※において、当該診察日の直前に患者都合で予約がキャンセ

ルされた場合に限って、患者から費用の徴収が認められたということか。

そのとおり。

　厚生労働省は5月29日、「療養の給付と直接関係ないサービス等の取扱いに関す
る疑義解釈について」を発出。今次改定にて示された、「予約に基づく診察の患者
都合によるキャンセル料」の取扱いが明確になった。当該疑義解釈は下記のとおり。

キャンセル料の徴収
選定療養における予約に基づく診察に限ることが明確に

※ （当会編注）厚生局に予約料の徴収について報告している場合を指す。

そ
の
６

そ
の
７
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【研究課題名】【研究課題名】  「「非ステロイド性アルドステロン受容体拮抗薬フィネレノンとエサキセ非ステロイド性アルドステロン受容体拮抗薬フィネレノンとエサキセ

レノンの高血圧・2型糖尿病合併慢性腎臓病患者に対する腎保護効果―レノンの高血圧・2型糖尿病合併慢性腎臓病患者に対する腎保護効果―

神奈川県における多施設共同後ろ向き前向きコホート研究―（SAFE-K神奈川県における多施設共同後ろ向き前向きコホート研究―（SAFE-K

研究）」研究）」

【 研 究 期 間 】 研究機関の長の実施許可日～2028年9月30日【 研 究 期 間 】 研究機関の長の実施許可日～2028年9月30日

【予定登録期間】 研究機関の長の実施許可日～2027年3月31日【予定登録期間】 研究機関の長の実施許可日～2027年3月31日

【 募 集 期 間 】9月の研究開始より前まで【 募 集 期 間 】9月の研究開始より前まで

【研究概要（対象患者・方法）】【研究概要（対象患者・方法）】
　＜対象患者＞　＜対象患者＞

　エサキセレノン又はフィネレノンを新規に投与した高血圧・2型糖尿病合併CKD患者　エサキセレノン又はフィネレノンを新規に投与した高血圧・2型糖尿病合併CKD患者

　＜方法＞　＜方法＞

　 薬剤投与開始日をベースライン（登録日）とし、3・6・12カ月の各データを収集し、エサ　 薬剤投与開始日をベースライン（登録日）とし、3・6・12カ月の各データを収集し、エサ

キセレノンとフィネレノンの治療効果（腎保護効果）を評価する。研究参加医療機関は、症キセレノンとフィネレノンの治療効果（腎保護効果）を評価する。研究参加医療機関は、症

例報告書を電子メールまたはFAXで協会事務局に提出する。例報告書を電子メールまたはFAXで協会事務局に提出する。

　この研究は、高血圧および糖尿病を有する慢性腎臓病（CKD）患者において、エ
サキセレノンとフィネレノンの腎機能保護効果を尿アルブミンの排泄低下効果を指標
に検討することを目的としています。
学術部では、横浜市立大学・倫理委員会での申請を計画しており、9月より研究開

始予定です。開業医団体より新たなエビデンスの発信を目指して、先生方のご協力を
お願い申し上げます。ご興味のある方・ご協力いただける方はお電話にてご連絡をお
願いいたします。まずは資料をお送りいたします。

＊お問合せは学術部＊お問合せは学術部までまで（ ℡ （ ℡ 045‐313‐2111）045‐313‐2111）

臨床研究へのご参加のお願い臨床研究へのご参加のお願い

機関管理者の許可日から

児童虐待防止へ 医療機関の第一歩

子育て支援リーフレット
注文無料で受付中

　子育て中の保護者が抱える育児不安・ストレスの悩み　子育て中の保護者が抱える育児不安・ストレスの悩み

を相談できるきっかけをつくるリーフレットです。を相談できるきっかけをつくるリーフレットです。

　孤立し育児に悩む保護者が行政や支援へと繋がるよ　孤立し育児に悩む保護者が行政や支援へと繋がるよ

う、地域の相談窓口を多数掲載しています。う、地域の相談窓口を多数掲載しています。

　相談を促すコラムや、温かみのある雰囲気のイラスト　相談を促すコラムや、温かみのある雰囲気のイラスト

を用い、手に取りやすいサイズ感（B5三つ折り）となっを用い、手に取りやすいサイズ感（B5三つ折り）となっ

ています。ています。

　かねてより、子どもを巡る痛ましい事件が後を絶たず、　かねてより、子どもを巡る痛ましい事件が後を絶たず、

当協会では2004年から開業医師・開業歯科医師としてで当協会では2004年から開業医師・開業歯科医師としてで

きる児童虐待予防対策に取り組んできました。▽診察室きる児童虐待予防対策に取り組んできました。▽診察室

で気になる親子に渡す、▽待合室やお手洗いに設置のほで気になる親子に渡す、▽待合室やお手洗いに設置のほ

か、▽出産を控えた妊婦に渡す資料にか、▽出産を控えた妊婦に渡す資料に

加えている先生も。県内全域に広がる加えている先生も。県内全域に広がる

会員が、本リーフレットを活用し、あ会員が、本リーフレットを活用し、あ

の手この手で児童虐待を防ぐきっかけの手この手で児童虐待を防ぐきっかけ

を作っています。を作っています。

　注文無料・地域医療対策部までお問　注文無料・地域医療対策部までお問

合せください（ ℡ 045‐313‐2111）。合せください（ ℡ 045‐313‐2111）。

《掲載している相談窓口》《掲載している相談窓口》

  ・ 神奈川県内の市区町村の保健福祉センター等の  ・ 神奈川県内の市区町村の保健福祉センター等の

子育て相談窓口子育て相談窓口

  ・ 児童相談所相談専用ダイヤル  ・ 児童相談所相談専用ダイヤル

  ・ こどもの相談窓口 チャイルドライン  ・ こどもの相談窓口 チャイルドライン
タイトルの「お母さんひとりで悩まないで」は関心を引くフレー

ズとして採用していますが、配布は母親に限定していません。

手に取りやすいB5三つ折サイズです。

相談を促すコラムも掲載しています。

　神奈川県保険医協会では、保険医新聞やホームページなど

で日々多くの情報をお届けしております。またその都度周知

が必要なものについては、【FAXニュース】として会員医療機

関にお送りしています。近年“FAXニュースの送付先を、メ

ールにしてもらえないか”とのご要望をいただいておりまし

たので、メールによるニュースの配信を開始することといた

しました。

　メール配信を希望される会員につきましては左下のQRコー

ドから送付希望のメールアドレスをフォームにご入力いただ

き、送信ください。また“FAXが届かない”等のお問合せに

ついては、右下のQRコードからお願いいたします。

【ご注意】

・ 医療機関の代表名義または会員名義としてのメールアドレス

をご入力ください。明らかに会員以外の個人名義のアドレス

はお断りさせていただきます。

・ メールにてお申込みいただいた場合、メールが不達の場合で

もFAXの方は届かなくなります。

　※両方送付することはできませんのでご了承ください。

メール配信の希望
はこちらから

FAX不達の問合せは
こちらから

FAXニュースの
メール配信始めました！

FAXニュースのFAXニュースの
メール配信始めました！メール配信始めました！
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　川崎支部は4月17日に「『欧州の医学の歴史』

を訪ねる旅」をテーマに、WEB限定で川崎支部

研究会を開催。当日は協同ふじさきクリニッ

ク所長の桑島政臣氏が講師を務め、46名が参

加した。

　氏は欧州の医学・解剖学・感染症等の歴史

について時系列で紹介しつつ、自身が実際に

訪れた史跡について写真を豊富に用いながら

解説。投影されたスライド178枚のうち、その

大半が講師の桑島氏が実際に撮影した写真だ。

最後に、旅行に行く際は「事前に下調べをす

る」、「写真をたくさん撮る」、「特に文字情報は

写真で撮っておく（帰国後に生成AIを使って

ゆっくり読む）」等をするとより充実した旅に

なるとした。また、欧州のお墓は日本の墓地と

異なり公園のような雰囲気の所が多く、ぜひ

訪れてみてほしいとした。＊協会H
ホームページ

Pで配信中。

川崎支部研究会川崎支部研究会

豊富な写真で豊富な写真で
 欧州の医学史を語る 欧州の医学史を語る

活動報告活動報告quick reports

講師の桑島氏

ヒポクラテス像

ボローニャ大学の
解剖学教室にて

ライデンのブールハーフェ博物館 
解剖劇場の模型

『木挽町のあだ討ち』

著者：永井　紗耶子

新潮社、2025年9月、

1,870円（税込）（単行本）

781円（税込）（文庫本）

『
木
挽
町
の
あ
だ
討
ち
』

～
映
像
に
優
る
大
大
大
団
円

横
浜
市
旭
区

徐　

み
つ
子

　

時
代
小
説
フ
ァ
ン
で
は
な
い

が
、
仕
事
の
合
間
に
読
む
本
と

な
れ
ば
無
意
識
に
時
代
小
説
を

手
に
し
て
い
る
。

　

ス
キ
マ
時
間
中
に
も
没
頭
で

き
る
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
や

古
き
良
き
日
本
を
発
掘
す
る
取

材
力
な
ど
作
者
へ
の
リ
ス
ペ
ク

ト
は
勿
論
、
旨
い
お
茶
を
一
服

し
た
よ
う
な
読
後
感
、
満
足
感

が
た
ま
ら
な
い
。

　

『
木
挽
町
の
あ
だ
討
ち
』
は

永
井
沙
耶
子
に
よ
る
珠
玉
の
時

代
小
説
で
あ
る
。
２
０
２
３
年

に
山
本
周
五
郎
賞
・
直
木
賞
の

両
文
学
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
単
行
本
を
拝
読
し
た
。

　

小
説
冒
頭
は
一
葉
の
巷
談
か

ら
始
ま
る
。
江
戸
時
代
木
挽
町

の
芝
居
小
屋
裏
手
の
空
き
地

で
、
野
次
馬
が
た
か
り
雪
が
降

る
中
、
紅
顔
の
若
衆
・
菊
の
助

が
父
親
を
殺
め
た
博
徒
を
斬

り
、
血
ま
み
れ
の
首
級
を
上
げ

て
見
事
に
仇
討
を
果
た
し
た
嘶

だ
。

　

続
く
各
章
（
幕
）
で
は
、
二

年
の
後
、
こ
の
あ
だ
討
ち
に
関

わ
っ
た
目
撃
者
の
独
り
語
り
で

物
語
が
進
行
す
る
。
元
幇ほ

う
か
ん間

、

立
師
、
衣
装
部
屋
の
元
女
形
、

小
道
具
作
者
の
女
房
、
劇
作
者

ら
が
訊
き
手
に
証
言
し
な
が
ら

悪
所
に
至
る
事
情
を
語
り
、
最

終
幕
で
は
菊
の
助
本
人
が
訊
き

手
に
あ
だ
討
ち
の
真
実
と
驚
き

の
ト
リ
ッ
ク
を
明
か
す
。
つ
い

ぞ
顔
を
出
さ
な
い
訊
き
手
を
介

し
て
、
読
者
は
馥
郁
た
る
読
後

感
に
包
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　

本
作
は
２
０
２
６
年
に
映
画

化
さ
れ
大
ヒ
ッ
ト
す
る
。
原
作

を
大
胆
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
映
像

は
訊
き
手
で
あ
る
総
一
郎
が
主

役
だ
。
異
な
る
メ
デ
ィ
ア
だ
が

ど
ち
ら
も
面
白
く
、
原
作
も
映

画
も
存
分
に
表
現
の
利
点
を
活

か
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
原
作
で
読
み
と
れ
る

江
戸
市
井
の
粋
な
庶
民
の
人
情

や
侍
の
矜
持
、
古
い
武
士
社
会

の
理
不
尽
な
ど
は
想
像
力
の
翼

も
手
伝
っ
て
大
き
く
羽
ば
た

く
。
ミ
ス
テ
リ
ー
仕
立
て
の
筆

も
ス
ト
ー
リ
ー
テ
ラ
ー
を
一
層

輝
か
せ
て
い
る
。

　

あ
だ
討
ち
の
後
、
狡
猾
な
輩

が
罰
を
受
け
、
若
い
御
前
様
が

国
を
良
く
す
る
様
子
は
読
了
後

の
想
像
で
無
限
大
だ
。
映
像
に

優
る
大
大
大
団
円
で
あ
る
。

　

捕
り
物
帳
や
十
手
使
い
の
親

分
が
登
場
し
な
い
ミ
ス
テ
リ
ー

時
代
小
説
だ
か
ら
こ
そ
の
一

服
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
で

あ
ろ
う
。

　

単
行
本
を
閉
じ
た
時
に
見
た

表
紙
は
白
雪
地
に
一
輪
の
赤
椿

が
落
ち
て
い
た
。
首
級
を
花
で

表
現
し
て
い
る
な
と
満
足
し
た

が
、
映
画
化
後
書
店
に
大
量
に

並
ぶ
文
庫
本
『
木
挽
町
の
あ
だ

討
ち
』
は
表
紙
に
映
画
の
カ
ッ

ト
が
使
わ
れ
て
い
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
の
多
様
性
が
出
版

不
況
を
救
う
一
助
と
な
れ
ば
幸

い
。
そ
れ
で
も
機
会
が
あ
れ
ば

是
非
単
行
本
で
御
堪
能
い
た
だ

き
た
い
一
冊
で
あ
る
。

相
模
原
市
中
央
区
　
小
沼　

博

　

今
回
は
山
中
城
で
す
。
三
島
駅
南
口

を
出
て
、
１０
時
過
ぎ
の
箱
根
行
き
バ
ス

に
乗
車
し
ま
す
。

　

山
中
城
は
、
小
田
原
合
戦
で
箱
根
の

西
を
守
る
北
条
氏
の
支
城
で
し
た
。
バ

ス
は
、
約
七
万
の
秀
吉
軍
と
同
じ
ル
ー

ト
を
た
ど
り
、
山
中
城
へ
と
登
っ
て
い

き
ま
す
。

　

が
、
せ
っ
か
く
三
島
ま
で
来
ま
し
た

の
で
、
人
気
の
「
三
島
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー

ク
」
で
下
車
し
ま
す
。
人
道
つ
り
橋
ス

カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
は
、
晴
天
な
ら
ば
富
士

山
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
早
雲
旗
揚
げ

の
興
国
寺
城
や
韮
山
城
、
堀
越
御
所
、

頼
朝
の
蛭
ヶ
小
島
な
ど
が
一
望
で
き
る

と
こ
ろ
で
す
。
駿
河
湾
を
肴
に
し
て
飲

む
ビ
ー
ル
は
格
別
で
す
。

　

こ
こ
か
ら
、
旧
東
海
道
の
石
畳
を
４０

分
ほ
ど
歩
き
ま
す
。
途
中
に
は
芭
蕉
の

句
碑
も
あ
り
ま
す
。

　

山
中
城
手
前
に
着
き
ま
し
た
。
城
の

防
御
の
仕
組
み
を
体
感
す
る
た
め
、
あ

え
て
通
常
の
公
園
入
口
ま
で
行
か
ず

に
、
古
い
山
中
城
阯
入
口
石
塔
で
左
に

入
り
ま
す
。
こ
れ
は
秀
吉
軍
・
一
柳
直

末
の
進
軍
ル
ー
ト
で
す
。
逆さ

か

も

ぎ

茂
木
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
坂
を
登
る
と
、
い

き
な
り
見
ど
こ
ろ
の
西
の
丸
障
子
堀
で

す
。直
末
は
こ
こ
で
討
死
し
て
い
ま
す
。

　

障
子
堀
は
堀
底
が
ワ
ッ
フ
ル
の
よ
う

に
な
っ
て
い
て
、
入
っ
た
ら
必
死
の
北

条
独
持
の
築
城
様
式
で
し
た
。
今
は
芝

の
緑
と
つ
つ
じ
に
包
ま
れ
、
富
士
と
と

も
に
美
し
い
景
観
を
作
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
よ
い
東
屋
が
あ
り
ま
す
。
お
弁

当
で
も
広
げ
ま
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
後
、
北
の
丸
、
本
丸
、
二
の
丸

を
経
て
、
武
将
の
墓
の
あ
る
宗
閑
寺
に

行
き
ま
す
。
あ
っ
と
い
う
間
に
２
時
間

経
ち
ま
す
。
岱だ

い
さ
き
で
ま
る

崎
出
丸
は
今
度
の
機
会

と
し
て
、
バ
ス
停
に
行
き
ま
す
。

　

バ
ス
を
三
嶋
大
社
で
途
中
下
車
、
お

辞
儀
を
す
る
鹿
に
餌
を
や
り
、
そ
こ
か

ら
鎌
倉
古
道
を
西
に
行
っ
て
、
川
の
中

を
歩
け
る
源
兵
衛
川
で
せ
せ
ら
ぎ
を
楽

し
ん
だ
ら
、
富
士
伏
流
水
で
し
め
た
名

物
・
三
島
う
な
ぎ
を
食
べ
て
帰
り
ま
す
。

　

「
相
模
原
支
部
お
城
ハ
イ
キ
ン
グ
」

で
訪
ね
た
お
城
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介

し
て
き
ま
し
た
。
城
跡
は
県
内
だ
け
で

４
０
０
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ぜ
ひ
一
緒

に
歩
き
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

（
終
）

お城の歩き方
新入会員自己紹介 新入会員自己紹介 file.file. 4646

　新入会員の先生を紹介するコーナーです。先生の人となりに迫るいくつかの質　新入会員の先生を紹介するコーナーです。先生の人となりに迫るいくつかの質

問をしてみました（連載不定期）。問をしてみました（連載不定期）。

横浜市中区横浜市中区 ○○医医

神田　茂孝先生神田　茂孝先生

予備校講師のアルバイト

学生時代のめり込んだことは？

自分の良いところは？

サービス精神旺盛のところ

観光業

人生をやり直せるとしたら何がしたい？やはり医療者？

無事に開業3周年を迎えたこと

最近嬉しかったことは？

目指す医師像、歯科医師像は？

かゆいところに手が届く漢方薬が使いこなせる医師

障子堀

「新聞投稿」募集中！
会員からの投稿を募集しています！

文字数は800字程度。

詳細は新聞部まで（ ℡ 045‐313‐2111）。

メールアドレス:kanahoi-shinbun@hoken-i.co.jp

映画紹介 書評 その他随筆
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研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

6月25日(木)午後7時30分～

第
５８
回
神
奈
川
糖
尿
病

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
会

　

横
浜
市
は
糖
尿
病
の
あ
る
方
と
そ
の
ご
家
族
、
医
療
・

介
護
の
支
援
者
が
情
報
共
有
す
る
た
め
の
「
わ
た
し
の
糖

尿
病
連
絡
ノ
ー
ト
」
を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
検
査
値
や
薬
だ
け
で
な
く
、
患
者
本
人
、「
わ
た
し
」

中
心
の
医
療
・
介
護
・
看
護
を
実
現
す
る
ツ
ー
ル
で
す
。

講
演
で
は
、
訪
問
看
護
師
、
病
院
看
護
師
、
か
か
り
つ
け

医
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
多
職
種
を
つ
な
ぐ
ノ
ー
ト
記

載
の
実
践
例
を
紹
介
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
眼
科
・
歯
科
と

の
連
携
を
生
活
習
慣
病
管
理
料
に
お
け
る
眼
科
／
歯
科
医

療
機
関
連
携
強
化
加
算
（
各
年
１
回
６０
点
）
算
定
に
も
つ

な
げ
て
い
く
か
を
整
理
し
ま
す
。

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

テ
ー
マ
「『
わ
た
し
の
糖
尿
病
連
絡

ノ
ー
ト
』
を
用
い
た

患
者
の
フ
ォ
ロ
ー

―
高
齢
・
独
居
の
糖
尿
病
患

者
さ
ん
を
ど
う
支
え
る
か
？
―
」

講
演
（
各
講
演
２０
分
・
計
６０
分
）

①

講
　
師
　
新
吉
田
医
院

院
長

東　

浩
介
氏

②

講
　
師
　
横
浜
労
災
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　

糖
尿
病
看
護
特
定
認
定
看
護
師

野
地　

俊
成
氏

③

講
　
師

ウ
ェ
ル
ケ
ア
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

看
護
師

上
原　

美
夏
氏

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ま
た
は
質
疑
応
答
（
２０
分
）

参
加
方
法
　
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は

　
　
　
　
　
協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
込
み

※
神
奈
川
糖
尿
病
療
養
指
導
士
認
定
・

更
新
の
た
め
の
研
修
会
（
２
単
位
）

※
日
本
糖
尿
病
協
会

糖
尿
病
認
定
医

取
得
・
登
録
歯
科
医
の
た
め
の
講
習
会

※
日
本
糖
尿
病
療
養
指
導
士
認
定
・
更
新
の
た
め
の
研
修
会

（
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｊ
）の
受
講
証
は
、今
回
は
認
定
対
象
外
で
す
。

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
７６（
糖
尿
病
）」１
単
位
申
請
中

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

お
申
込
み
　
研
究
部

会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

※
《
重
要
》
神
奈
川
県
医
師
会
の
要
請
に
よ
り
、
日
医
生
涯
教
育
講
座
（
Ｃ
Ｃ
）

の
単
位
取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
、
①
性
別
、
②
医
籍
登
録
番
号
、
③
（
医
師

会
会
員
の
場
合
は
）
所
属
郡
市
医
師
会
名
の
登
録
が
必
須
と
な
り
ま
す
（
２５
年

４
月
よ
り
変
更
）。
未
入
力
・
入
力
間
違
い
等
不
備
が
あ
る
場
合
、
単
位
を
取
得

い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
当
会
は
一
切

の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
）。
な
お
、
会
場
参
加
の
場
合
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
時
に

所
定
の
欄
に
ご
記
載
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
で
単
位
取
得
を
希
望
す

る
場
合
は
参
加
時
間
が
単
位
取
得
に
影
響
し
ま
す
の
で
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

7月27日(月)午後7時～
初
診
料
（
歯
初
診
）、
歯
科
外
来
診
療
医
療
安
全

対
策
加
算
（
外
安
全
１
）、
歯
科
外
来
診
療
感
染

対
策
加
算（
外
感
染
１
・
２
）の
施
設
基
準
研
修
会

歯
科
医
療
安
全
対
策
講
習
会

　

「
外
安
全
」、「
外
感
染
」、「
歯
初
診
」
の
施
設
基
準
に
対
応

し
た
研
修
会
で
す
。
研
修
内
容
は
、
①
「
偶
発
症
に
対
す

る
緊
急
時
の
対
応
」
、
②
「
医
療
事
故
」、
③「
院
内
感
染
防
止

対
策
に
係
る
標
準
予
防
策
及
び
新
興
感
染
症
に
対
す
る
対

策
（
抗
菌
薬
の
適
正
使
用
を
含
む
）」
、
④
「
感
染
経
路
別

予
防
策
（
個
人
防
護
具
の
着
脱
方
法
等
を
含
む
）
及
び
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
等
に
対
す
る
対
策
・
発
生

動
向
等
に
関
す
る
研
修
」
で
す
。

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

テ
ー
マ
　「
偶
発
症
に
対
す
る
緊
急
時
の

対
応
、
医
療
事
故
、
院
内
感
染

防
止
対
策（
抗
菌
薬
の
適
正

使
用
を
含
む
）、感
染
経
路
別

予
防
策
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
感
染
症
等
に
対
す
る

対
策
・
発
生
動
向
等
」

講
　
師
　
東
京
医
科
歯
科
大
学
（
現

東
京
科
学
大
学
）

　
　
　
　
名
誉
教
授

深
山　

治
久
氏

参
加
対
象

歯
科
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は

協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
込
み

※
上
記
「
歯
科
特
別
研
究
会
」
備
考
欄

の
①~

⑤
と
同
様
で
す
。

※
医
療
法
で
定
め
ら
れ
た
「
医
院
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
医

療
安
全
管
理
研
修
（
年
に
２
回
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
）」
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

６
月
１８
日
（
木
）

歯
科
保
険
診
療
対
策
部
会
１９
時
。

６
月
２０
日
（
土
）

臨
床
懇
話
会
１８
時
。

６
月
２１
日
（
日
）

第
７１
回
定
時
総
会
１３
時
３０
分
。

６
月
２４
日
（
水
）

横
浜
支
部
幹
事
会
１９
時
３０
分
。

６
月
２５
日
（
木
）

糖
尿
病
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究

会
１９
時
３０
分
。

６
月
２６
日
（
金
）

新
聞
編
集
会
議
１９
時
。
月
例

研
究
会
１９
時
１５
分
。

6月18日
～6月26日

6月26日(金)午後7時15分～ 6月20日(土)午後6時～

第
６４５

回

月

例

研

究

会

　

今
回
は
横
浜
労
災
病
院
呼
吸
器
内
科
の
伊
藤
優
先
生
を

お
招
き
し
、
２
０
２
４
年
に
発
刊
し
た
肺
炎
Ｇ
Ｌ
（
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
）
に
基
づ
き
、
市
中
肺
炎
の
診
療
、
抗
菌
薬
の

使
い
方
に
つ
い
て
の
お
話
を
頂
戴
す
る
。
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く

市
中
発
症
の
肺
炎
診
療

U
pdate

」

講
　
師
　
横
浜
労
災
病
院

呼
吸
器
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　
呼
吸
器
内
科
部
長
／
感
染
管
理
室
長

伊
藤　

優
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
開
催
曜
日
が
定
例
と
異
な
り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
４６（
咳
・
痰
）」１
・
５
単
位

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

共
　
催
　
神
奈
川
県
保
険
医
協
会
／
杏
林
製
薬
㈱

お
申
込
み
　
研
究
部

臨

床

懇

話

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
虚
血
性
心
疾
患
の
外
来
診
療

―
い
つ
紹
介
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｉ
後

ど
う
フ
ォ
ロ
ー
す
る
か
―
」

講
　
師
　
湘
南
大
磯
病
院

循
環
器
内
科

副
院
長

　
　
　
　
湘
南
鎌
倉
総
合
病
院

特
任
循
環
器
内
科
部
長

髙
橋　

佐
枝
子
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
４２（
胸
痛
）」１
単
位

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

お
申
込
み
　
研
究
部

7月14日(火)午後7時～ 7月11日（土）
歯
援
診
・
口
管
強
の
施
設
基
準
研
修
会

歯

科

特

別

研

究

会

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

講
　
師
　
日
本
大
学
歯
学
部

　
　
　
　
臨
床
教
授

武
内　

博
朗
氏

参
加
対
象

歯
科
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は

協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
込
み

①
同
じ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
登
録
で
き

る
の
は
１
名
様
ま
で
で
す
。
同
じ
医

療
機
関
か
ら
複
数
名
で
お
申
込
み
さ

れ
る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
ア
ド
レ
ス
で
ご
登
録
く
だ

さ
い
。

②
ご
参
加
の
際
は
、
必
ず
ご
自
身
の
お
名
前
で
ご
登
録
さ

れ
た
登
録
確
認
メ
ー
ル
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
よ
り
ご
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。ご
登
録
氏
名
と
別
の
方
で
の
ご
参
加
、

同
じ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
複
数
名
の
ご
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
本
研
究
会
は
、
保
険
医
協
会
の
会
員
（
会
員
医
療
機
関

ス
タ
ッ
フ
、
会
員
ご
家
族
も
含
む
）
の
み
が
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。

④
研
究
会
終
了
後
、
確
認
テ
ス
ト
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

確
認
テ
ス
ト
を
受
講
し
、
か
つ
講
演
を
最
初
か
ら
最
後

ま
で
ご
受
講
さ
れ
た
歯
科
医
師
の
方
（
※
会
員
本
人
に

限
り
ま
す
。
会
員
本
人
で
は
な
い
勤
務
医
の
先
生
等
に

は
発
行
で
き
な
い
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
ご
容
赦
く
だ
さ

い
）
に
修
了
証
を
発
行
い
た
し
ま
す
。
修
了
証
は
お
申

込
み
時
に
ご
登
録
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ

イ
ル
で
お
送
り
す
る
予
定
で
す
。

⑤
講
演
の
途
中
参
加
、
途
中
退
出
、
確
認
テ
ス
ト
の
未
回

答
の
場
合
は
、
修
了
証
は
発
行
い
た
し
か
ね
ま
す
。
接

続
ト
ラ
ブ
ル
等
の
場
合
で
あ
っ
て
も
ご
対
応
い
た
し
か

ね
ま
す
。
必
ず
ご
自
身
で
接
続
環
境
な
ど
事
前
に
ご
確

認
の
上
、
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
「
在
宅
医
療
ま
た
は
介
護
に
関
す
る
研
修
」、「
認
知
症

対
応
力
向
上
研
修
」
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

ワ

イ

ン

利

き

酒

会

と
　
き
　
７
月
１１
日
（
土
）
午
後
６
時
３０
分
～

と
こ
ろ
　
仏
蘭
西
料
亭

横
濱
元
町

霧
笛
楼

　
　
　
　

３
階
・
シ
ル
ク
ル
ー
ム

講
　
師
　
㈱
横
浜
君
嶋
屋

　
　
　
　
代
表
取
締
役
社
長

君
嶋　

哲
至
氏

参
加
費
　
２
万
６
千
円
（
事
前
振
込
み
）

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

定
　
員
　
４０
名

※
事
前
に
参
加
の
お
申
込
み
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
お

申
込
み
を
済
ま
せ
て
ご
参
加
が
確
定
し
ま
し
た
ら
、
振

込
口
座
と
口
座
番
号
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
お
振
込
み
終
了
後
、
参
加
者
に
は
会
場
地
図
、
ご
連
絡

事
項
な
ど
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

お
申
込
み
　
文
化
部

施設基準

施設基準
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